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Q. 多読多聴活動をさせていますか？

A. 多読をさせている

B. 多聴をさせている

C. 多読も多聴も両方させている

D. どちらもさせていない  

右側で選択し、タップ or クリックして下さい
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Results
● 総接触量 (Reading & Listening の総単語数) と従属変数（TOEIC Bridge のスコア）との相関は

どのクラスでも観察されず

● その他の独立変数（テキストレベル、1回の平均接触量、WPM、読んだ＆聴いた後に出るクイズ

のスコア）と従属変数の間にも相関は見られず

● 2月に比べて7月に総合スコアが有意に上がったのは１クラス

● 2月に比べて7月にリーディングスコアが有意に上がったのは１クラス

● 2月に比べて7月にリスニングスコアが有意に上がったのはクラスはなし

● Class B と Class C の 2月と7月のTOEIC Bridge のスコアに有意差がなかったため、同一グルー

プとみなしてみるものの、相関はみられず



Previous Research 
Nishizawa, H., Yoshioka, T., & Fukada, M. (2010). The impact of a 4-year extensive reading program. In A. M. Stoke (Ed.), JALT 2009 Conference Proceedings. 
Tokyo: JALT

➔ Oxford Reading Tree, Cambridge English Readers, Oxford Bookworms, Macmillan Readers など

の、図書館の蔵書を利用した、トヨタ高等専門学校の４年に渡る多読活動（毎週１回45分の授業時

間内多読）の結果、最低30万語以上の累積読書量  と TOEIC Score（平均435以上） の間に強い相関

を認めた (Nishizawa, Yoshioka, & Fukada, 2010)。3年後には50％の学生45万単語、75％が30万単

語を、4年後には50％が69万単語以上、そして、30万単語以上を読んだ学生の割合は84％になった

と報告している。



Previous Research 
Imura, M. (2021). Course design using an online extensive reading system: In-class activities for enhancing motivation. Memoirs of Osaka Institute of Technology, 
Vol. 65, No. 2, 137-145.

➔ 大学の前期の約4ヶ月間で、非英語専攻の（TOEIC 130~500) 学生を対象とし、授業内多読活動、

Xreading (https://xreading.com/login/index.php)（有料）を使用し5万単語を読む（リーディングテキス

トを聴く）、インターネットリソースを利用した読み聞かせなどを実施した。Pearson 社のプログレステ

ストを Pre & Post-Tests として、伸びを確認したが、有意な差は見られなかった。「5万語程度のイン

プットでは、英語能力の質的変化をもたらすには不十分  である。しかしながら、多読に対する好意的

な反応や、多読のモチベーションアップにつな  がる活動、多読・多聴学習活動の中でとくに英語の

力  に繋がる活動などの発見があった」、と報告している (Imura, 2021)。



Method: Purpose of the Current Study
➢ そもそも英語への接触量の少ない函館大学の学生の、接触量を増やす

➢ 接触量を増やした結果、TOEIC Bridge の結果や、英語の学習行動に影響があるかを探る



Method: Participants
➢ Class A (N = 8): Feb (M = 68.4, SD = 14.3) (Thu 1)

英語スピーキングⅢ（中高の英語の教員免許取得のための必修科目）を履修する、

英語・国際コースの２年生

➢ Class B (N = 5): Feb (M = 50.6, SD = 11.22) (Tue 2)

英語実践 (TOEIC Bridge) を履修する、企業経営＆市場創造コースの非英語系の２年生

➢ Class C (N = 9): Feb (M = 52.4, SD = 7.45) (Mon 3)

英語スピーキング入門を履修する、企業経営＆市場創造コースの非英語系の２年生

★ 最終的な人数は、2月と7月に TOEIC Bridge を受け、多読多聴の目標単語数とクイズの％が60%を超

えた、そして、クイズの%は60%を超えているが、異常な WPM で多読多聴活動した学生を除いた人

数。元々の履修者数は、Class A (N = 12), Class B (N = 36), Class C (N = 40)。



Method: Materials
➢ ノートルダム清心女子大学  の Dr. Rob Waring   と明治学院大学の Dr. Charles Browne   が作成した、

Extensive Reading Central (https://www.er-central.com/#) という無料で使える多読多聴サイト



Method: Materials
➢ 教員サイトで各クラスの学生の ID & Password をアップロードし、クラスを作成



Method: Materials
➢ クラスを選択すると、多読多聴の進捗状況の概要、各学生の取り組みを確認できる



Method: Materials
➢ 各学生のIDを選択すると、その学生の取り組みの詳細を確認できる



Method: Materials
➢ 学生は以下のように、多読と多聴それぞれのテキストレベルを選択

C2A2 B1 B2 C1

CEFR Levels は Uchida, S. & M. Negishi. (2018). Assigning CEFR-J levels to English texts 
based on textual features. In Y. Tono, & H. Isahara (Eds.), Proceedings of the 4th Asia Pacific 
Corpus Linguistics Conference (APCLC 2018), pp. 463-467.   https://cvla.langedu.jp/ で計測

https://cvla.langedu.jp/


Method: Materials
➢ 多読のテキストを選択すると、ストップウォッチが読みの時間を計測。読み終えたら FINISHED をクリック

する。



Method: Materials
➢ Take a Quiz を選択し、Quiz を解く。解く時間も計測。



Procedure
❖ 前期の始めの時間に、 Extensive Reading Central の ID & Password、使い方、4~7月の月目標（多読

多聴の単語数）を提示、クイズは必ず60%以上を超えること、つまり、なるべくじっくり読む＆聴くように

指導

❖ 月目標をしっかり超えるよう、4~7月の月末に Google Forms にて合計単語数と平均の Quiz % を入力

し、提出させた

❖ TOEIC Bridge を2月9日と7月20日に受験

❖ 多読多聴と授業内外の活動に関するアンケートを実施



Results: Reading & Listening Dates (Class A)



Results: Reading & Listening Dates (Class B)



Results: Reading & Listening Dates (Class C)



Results



Detailed Results
● 総接触量 (Reading & Listening の総単語数) と従属変数（7月のTOEIC Bridge のスコア）との相関はどのクラスでも観察されず

Class A (N = 8) - TOEIC Bridge (M = 70.6, SD = 10.0) * Exposure (Total = 82,138 words) = r = .005, p = .990) (Thu 1) 

Class B (N = 5) - TOEIC Bridge (M = 54.0, SD = 9.92) * Exposure (Total = 42,324 words) = r = - .190, p = .760)  (Tue 2) 

Class C (N = 9) - TOEIC Bridge (M = 54.6, SD = 8.32) * Exposure (Total = 40,403 words) = r = .065, p = .867) (Mon 3)

● その他の独立変数（テキストレベル、1回の平均接触量、WPM、読んだ＆聴いた後に出るクイズのスコア）と従属変数の間にも相関は見ら

れず

● 2月に比べて7月に総合スコアが有意に上がったのは1クラス

Class A (N = 8) - July (M = 70.6, SD = 10.0) = Feb (M = 68.4, SD = 14.3) (Thu 1), t(7) = .853, p = .211

Class B (N = 5) - July (M = 54.0, SD = 9.92) > Feb (M = 50.6, SD = 11.22) (Tue 2), t(4) = 2.64, p < .05, Cohen’s d = 1.18

Class C (N = 9) - July (M = 54.6, SD = 8.32) = Feb (M = 52.4, SD = 7.45) (Mon 3), t(8) = 1.90, p = .094

● 2月に比べて7月にリーディングスコアが有意に上がったのは1クラス

Class A (N = 8) - July (M = 39.6, SD = 6.21) = Feb (M = 38.1, SD = 7.99) (Thu 1), t(7) = .877, p = .205

Class B (N = 5) - July (M = 31.2, SD = 5.26) > Feb (M = 26.6, SD = 6.95) (Tue 2), t(4) = 3.06, p < .05, Cohen’s d = 1.37

Class C (N = 9) - July (M = 29.4, SD = 5.70) = Feb (M = 28.4, SD = 3.84) (Mon 3), t(8) = .894, p = .397



Detailed Results
● 2月に比べて7月にリスニングスコアが有意に上がったのはクラスはなし

Class A (N = 8) - July (M = 31.0, SD = 5.18) = Feb (M = 30.3, SD = 7.19) (Thu 1), t(7) = .369, p = .723

Class B (N = 5) - July (M = 22.8, SD = 5.22) = Feb (M = 24.0, SD = 5.00) (Tue 2), t(4) = -1.50, p = .208

Class C (N = 9) - July (M = 25.1, SD = 4.88) = Feb (M = 24.0, SD = 3.91) (Mon 3), t(8) = .778, p = .459

● Class B と Class C の 2月と7月のTOEIC Bridge のスコアに有意差がなかったため (July: t(12) = -.112, p = .913; Feb: t(12) = -.372, 

p = .716)、同一グループとみなしてみるものの、相関はみられず (r = -.103, p = .726)



Detailed Results
❏ Google Forms にて7件法による7つの質問のアンケートを実施 

(今回統計分析にかけた N = 22 の内、回答があった学生の結果のみを提示)

❏ 多読多聴活動に対する参加学生の評価

多読多聴活動をやって意味があったと思いますか？　

★ Class A (N = 7): 5.43/7 (77.6%)
★ 微妙

★ 単純に読むスピートが上がった 気

がするのと、分からない単語が出た

ときに調べて、分からないを単語を

一度は目にできることや、知ってる

単語を再確認できること

★ 英語に触れる時間が多くなった

★ 前よりも英文を速く読めるようになっ

た

★ TOEIC Bridgeの点数が上がった

★ 理解力が上がった

★ 読む力と聞く力が身についた

★ Class B (N = 2): 5.0/7 (71.4%)
★ どちらとも思いません

★ 英文を読んでいる時に、自分の知

らない単語を調べることで、 自然と

英文解読力が身につくから

★ Class C (N = 6): 4.7/7 (66.7%)
★ どちらとも思いません

★ リスニングに関しては 聞くだけで

も力になると思ったため

★ なし

★ たくさんの英語に触れることで、

勉強意識が高まった

★ 聞く機会ができたから

★ 自分で意味を調べることで、 かな

り理解できたと思う



Detailed Results
❏ 多読多聴の活動が学生の英語学習行動に与えた影響

多読多聴活動を始めてから、自身の英語学習行動に変化はありましたか？

（教科書や課題以外で英語に触れた、例：映画、Podcasts、洋楽、オンラインで英会話をする、など）

★ Class A (N = 7): 5.43/7 (77.6%)
★ わからない

★ 音楽はいつもよく聞いてるが、 英語

の曲をよく聞くようになった 気がす

る

★ 以前なら洋楽を音だけで聞いてい

たが、最近は文字としても見るよう

になってきた

★ 洋楽を聴く時、以前よりも 聴き取れ

ることが多くなった

★ 以前よりも洋楽を聴いたり、 オンラ

インでの英会話に参加する機会が

増えたりした

★ 勉強しない日がなくなった

★ 洋楽を聞くようになった

★ Class B (N = 2): 4.5/7 (65.3%)
★ 特にありませんでした

★ 英語の会話動画を字幕付きで観る

ようになった

★ Class C (N = 6): 4.0/7 (57.1%)
★ 特にありませんでした

★ 特になし

★ おわれるようになった

★ モチベーション向 上につながらな

かった

★ 特に変わりません

★ 海外の映画を見るようになった



Discussion
❖ 2月と7月の TOEIC Bridge をしっかり受けた学生、そして、多読多聴を期限内に誠実に取り組んだ（つまり、きちんと読み＆聴きをした、た

だ単語数を稼ぐために活動をしたであろう学生を除く）学生に絞った結果、有効なデータ数が減少したことにより、有意な統計量が観察さ

れなかった可能性

❖ 先行研究にある通り、TOEIC（平均435以上）などのスコアに明確な関係が認められるほどの接触量（30万単語以上を閾値とする）に触れ

ていないことの影響もある

❖ 外れ値（700 以上 (N = 2)、800 以上 (N = 1)、900以上 (N = 2)）を除いた、昨年度（2020年12月）の TOEIC IP (N = 95) の平均値は 296 

(SD = 89.4) なため、今年度前期の学生が、多読多聴の効果を得るほどの英語力の土台がなかった、とも考えられる

❖ 取り組み始めるのが月末（月目標の期限のギリギリ）の学生があまりに多いため、負担になり過ぎないよう学生と話し合いながら、週目標、

2週間に一度の目標設定などをしていきたい

❖ 今年度の2年生は前期に8万単語に触れ、後期も8万単語に触れることを課しており、12月に TOEIC IP、1月中旬に 

TOEIC Bridge を受けるため、閾値の約半分であるが、16万単語触れた後の各スコアとの関係を探る

❖ Imura (2021) で設定されているように、WPM の上限を500 以下などにすべきであった

❖ 多読多聴活動の恩恵を受けるために必要な個人差（ワーキングメモリ、言語適性など）を考慮し、今後の研究に繋げる

❖ 元々の学習意欲を高める施策を考え、実行する



How I teach now



How I teach now (N = 21)
● Pear Deck on iPad
● Quizlet for homework and classroom activities
● Flashcards to practice POS and sentence patterns
● Kahoot! to give games and exercises on language objectives (e.g., main idea, 

scanning, skimming, transition words, etc.)
● Google Classroom to manage classes (e.g., announcements, homework, 

questionnaire, etc.)
● Google Forms Quiz to give mini tests and homework (comprehension quiz)
● Apple Classroom to send links to Google Forms Quiz and open apps on students’ 

iPads
● BBC Radio Cambridgeshire in class
● Can you read this? Generator: to have students experience the fact that the human 

mind does not read every letter by itself, but the word as a whole



How I teach now (N = 21)
● Google Slides: for making and delivering presentations
● Google Docs: for writing a CV
● Sounds of Speech: English: to present a short video clip of a woman saying vowels and 

consonants
● Notes (iPad OS): to check pronunciation using the Speech-to-Text function
● SpeechAce: to indicate diagnostic assessments of students’ pronunciation
● Zapreader: to present words one by one at a designated speed for silent & oral reading
● Text to Speech: to have students listen to the reading text in various kinds of Englishes at 

different speeds
● Marquee Generator: to let students experience “skimming”
● VLC: to play audios at different speeds without obvious pitch change
● Click School Classroom Seating Planner Generator v2 ALPHA. ©2017.
● Wheelofnames.com
● Random Team Generator: to randomly pair or group students



How I teach now
●  すべてのクラスで iPad を使用

● １年生：全英語で教えている英語スピーキングでは、前期の１回目は１分間の写真描写のプレゼン、2回目は教科書から選

んだトピックに関する3分間のプレゼンを Google Slides を使用し英語で行っている。

● 2 & 3年生：全英語で英語スピーキングでは、前期後期ともに5分間のプレゼン。必ず、図書館から最低でも3冊借り、先行

研究やインターネットや論文などからのデータを、引用文献とともに示すことを評価の一部としている。

● プレゼンの間、他の学生は Google Forms で Peer Evaluation を行う。

● 教養ゼミ（応用言語学）（1年生対象）も全て英語で行い、学生は各章のレジュメを英語で作成し、英語で発表、英語でディ

スカッションを行った。適宜、Pear Deck, Kahoot!, Quizlet, Purdue OWL を使った。学期末には、英語教育に関する4つの

質問 (e.g., What issues do you think we need to solve in current English language education in Japan?  ) への回答を1,000

単語以上で書かせた。良い回答は共著として函館大学論究へ掲載した。



How I teach now
0.1. Google Forms Quiz を使用した、教科書 Impact Issues の内容理解問題の課題　

提出期限を設定
する

英語学習への動機付け
が上がった授業内外の
活動はどれですか？（複
数選択可）

得票数：12/56 (21.4%)

No. 7/10



How I teach now
0.2. Quizlet を使用した、教科書 Impact Issues の語彙＆品詞問題　



How I teach now
1. Google Forms Quiz を使用した語彙テスト (7 mins)＆文法プリントのチェックと出席確認

英語学習への動機付け
が上がった授業内外の
活動はどれですか？（複
数選択可）

得票数：23/56 (41.1%)

No. 3!



How I teach now
2. SpeechAce を使用した発音練習

英語学習への動機付け
が上がった授業内外の
活動はどれですか？（複
数選択可）

得票数：15/56 (26.8%)

No . 6/10



How I teach now
3. Quizlet.live で品詞、Flashcards by NKO で文型を速く正確に選ぶペア＆グループワーク

英語学習への動機付け
が上がった授業内外の
活動はどれですか？（複
数選択可）

得票数：31/56 (55.4%)

No. 1/10!

英語学習への動機付け
が上がった授業内外の
活動はどれですか？（複
数選択可）

得票数：18/56 (32.1%)

No. 4/10



How I teach now
4. Keynote の Move を利用した速読活動 or VLC による速度調整を伴うシャドーイング



How I teach now
5. 教科書 Impact Issues 内のトピックに即した意見交換

英語学習への動機付けが上がった授業内外
の活動はどれですか？（複数選択可）

得票数：7/56 (12.5%)     No. 8/10
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Question Board: Write or type any questions!
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